
も く じ

今
年
の
夏
、
東
京
国
立
博
物
館
で
特
別
展
「
空
海

と
真
言
の
名
宝
」
が
開
か
れ
た
。
令
和
5
年

（
2
0
2
3
）
に
弘
法
大
師
空
海
が
生
誕
1
2
5
0

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
真

言
宗
18
本
山
を
は
じ
め
各
派
関
係
寺
院
が
協
力
し
、

所
蔵
す
る
空
海
ゆ
か
り
の
名
宝
が
一
堂
に
会
し
た
。

8
月
初
旬
に
訪
れ
た
が
、多
く
の
参
観
者
で
賑
わ
い
、

若
い
人
た
ち
の
姿
が
目
立
っ
た
。

会
場
の
入
り
口
で
は
、
本
展
の
シ
ン
ボ
ル
「
弘
法

大
師
坐
像
」（
和
歌
山
県
・
金
剛
峯
寺
）
が
来
場
者

を
迎
え
る
。
空
海
直
筆
で
生
涯
所
持
し
た
と
さ
れ
る

「
三
十
帖
冊
子
」（
京
都
府
・
仁
和
寺
）
な
ど
の
文
書
、

不
動
明
王
な
ど
「
五
大
尊
像
」（
京
都
府
・
醍
醐
寺
）

を
は
じ
め
と
す
る
密
教
美
術
、
ま
た
空
海
自
身
も
拝

し
た
と
い
わ
れ
る
「
釈
迦
如
来
坐
像
」（
奈
良
県
・

西
大
寺
）
な
ど
多
く
の
名
宝
が
並
ぶ
。
特
筆
さ
れ
る

の
は
、
33
年
に
一
度
し
か
開
帳
さ
れ
な
い
「
十
一
面

観
音
菩
薩
立
像
」（
三
重
県
・
観
菩
提
寺
）
な
ど
、

普
段
目
に
す
る
こ
と
が
稀
な
、
各
地
の
秘
仏
11
体
が

揃
っ
て
展
示
さ
れ
た
こ
と
だ
。
順
路
の
最
後
で
は
国

宝
「
五
智
如
来
坐
像
」（
京
都
府
・
安
祥
寺
）
の
五

体
の
仏
像
が
参
観
者
を
見
送
る
。

空
海
と
い
え
ば
「
開
発
」
と
い
う
言
葉
が
想
起
さ

れ
る
。
真
言
の
経
典
で
は
カ
イ
ホ
ツ
と
読
む
。
高
度

経
済
成
長
期
直
後
の
昭
和
50
年
代
、筆
者
は
月
刊『
地

域
開
発
』
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
。
成
長
期
の
開

発
ブ
ー
ム
の
名
残
も
多
く
、“
開
発
”
と
い
う
名
の

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
自
然
を
破
壊
し
、
ゴ
ル
フ
場
や
工

業
団
地
を
造
っ
た
、
と
批
判
さ
れ
悩
ん
で
い
た
。
救

わ
れ
た
の
は
空
海
の
研
究
者
で
、
高
野
山
大
学
学
長

や
金
剛
峯
寺
座
主
な
ど
を
務
め
た
故
松
長
有
慶
氏

の
一
文
だ
っ
た
。
空
海
が
伝
え
た
経
典
に
「
無
量
の

衆
生
の
種
々
の
善
根
を
平
等
に
開
発
す
る
」
と
の
言

葉
が
あ
り
、
こ
の
「
開
発
」
と
は
、
無
量
の
衆
生
つ

ま
り
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
そ
の
善
根
す
な
わ
ち

良
さ
や
個
性
を
、
本
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
も
の
ま

で
も
切
り
拓
い
て
発
現
さ
せ
る
こ
と
だ
、
と
記
し
て

あ
っ
た
。

“
衆
生
”
を
“
地
域
”
に
置
き
換
え
て
み
れ
ば
、

そ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま

り
地
域
開
発
と
は
、
む
や
み
に
自
然
を
破
壊
し
レ

ジ
ャ
ー
施
設
や
企
業
誘
致
を
図
る
こ
と
で
は
な
く
、

地
域
に
内
在
さ
れ
た
価
値
や
可
能
性
を
丹
念
に
切
り

拓
き
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
と
と
も
に
、
将
来
を
展

望
す
る
創
造
的
な
過
程
で
は
な
い
か
。
目
の
前
の
霞

が
晴
れ
た
よ
う
な
気
分
で
あ
っ
た
。

農
山
漁
村
へ
の
移
住
者
も
増
え
、
大
学
生
や
若
者

の
関
心
も
高
い
。
こ
う
し
た
外
部
の
力
を
最
大
限
に

活
用
し
つ
つ
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
空
海
の

唱
え
る
「
開
発
」
の
考
え
方
か
ら
取
り
組
む
こ
と
だ

ろ
う
。
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野
や

町
ちょう

）
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表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
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送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

弘法大師 空海によって開かれ
た真言密教の聖地、高野山。「一
山境内地」と称し、山全体が寺
の境内となっている。山内に点
在する寺は塔頭寺院（たっちゅ
うじいん）といい、現在では
117 の寺が存在する。その総本
山である、金剛峯寺の正門を含
めた本坊 12 棟が、令和 6 年 1
月、重要文化財に指定された。
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空
海
と
「
開
発
」
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９
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豪
雪
対
策
も
強
化

豪
雪
対
策
も
強
化

豪
雪
地
帯
で
の
雪
害
対
策
も
強
化
す

る
。
既
存
の
安
全
確
保
緊
急
対
策
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
５
４
０
０
万
円

を
３
億
６
６
０
０
万
円
へ
と
大
幅
に
積
み

上
げ
る
よ
う
要
求
し
た
。
交
付
金
は
自
治

体
向
け
の
も
の
で
、
安
全
講
習
会
を
通
じ

た
雪
下
ろ
し
の
た
め
の
担
い
手
育
成
や
、

豪
雪
地
帯
以
外
の
地
域
か
ら
新
た
に
移
住

し
て
き
た
人
向
け
の
支
援
、
所
有
者
が
分

ら
な
い
家
の
雪
下
ろ
し
作
業
を
行
う
た
め

の
体
制
作
り
な
ど
に
活
用
す
る
。

国
土
強
靱
化
を
進
め
る
た
め
に
、
災
害

時
に
も
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
、

各
地
域
へ
の
物
資
や
人
で
の
補
給
を
続
け

や
す
く
す
る
よ
う
、
道
路
の
高
規
格
化
や

一
般
道
の
強
化
を
進
め
る
。
２
０
２
３
年

段
階
で
６
％
だ
っ
た
高
規
格
道
路
未
整
備

区
間
に
つ
い
て
は
、
30
年
段
階
ま
で
19
％

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
整
備
を
進

め
る
。
修
繕
関
係
の
研
修
を
実
施
す
る
ほ

か
、
自
治
体
同
士
が
連
携
し
て
作
業
を
進

め
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
充
実
も
進

め
る
。

地
震
発
生
時
に
派
遣
さ
れ
る
国
交
省
の

緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
（T

E
C
–

F
O
R
C
E

）
の
態
勢
を
強
化
す
る
た
め
、

手
当
の
引
き
上
げ
や
俸
給
に
関
わ
る
調
整

額
の
創
設
を
求
め
、
処
遇
改
善
の
実
現
を

め
ざ
す
。

能
登
や
熊
本
地
震
な
ど
、
首
都
圏
直
下

や
南
海
ト
ラ
フ
と
い
っ
た
大
規
模
地
震
が

想
定
さ
れ
て
い
る
地
域
以
外
で
も
地
震
が

頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
震
や
高
潮

対
策
の
た
め
の
河
川
関
係
の
工
事
に
都
道

府
県
が
利
用
で
き
る
「
防
災
・
安
全
交
付

金
」
の
対
象
地
域
を
日
本
海
側
に
も
拡
大

す
る
。

台
風
の
強
大
化
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
防
波
堤
や
水
門
な
ど
の
海
岸
施
設
の

強
化
も
進
め
る
。
新
た
に
個
別
補
助
制
度

を
創
設
す
る
方
針
で
、
耐
震
化
や
老
朽
化

対
策
に
加
え
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
な
ど
の

工
事
を
想
定
し
て
い
る
。
自
治
体
に
対
し

て
、
各
地
域
で
「
面
的
」
な
対
策
を
講
じ

る
た
め
、
施
設
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
も
促
し
て
い
く
。

地
下
水
の
適
正
保
全
の
た
め
の
取
組
も

強
化
す
る
。
ま
ず
、
地
下
水
の
取
水
が
適

国
土
交
通
省
の
２
０
２
７
年
度
予
算
概
算
要
求
は
、
一
般
会
計
総
額
で
前

年
度
比
44
・
4
％
増
の
８
兆
７
６
９
４
億
円
と
な
っ
た
。
高
市
早
苗
首
相
が

掲
げ
る
「
脱
補
正
依
存
」
を
実
現
す
る
た
め
、
例
年
で
あ
れ
ば
補
正
予
算
で

の
確
保
が
見
込
ま
れ
る
分
も
当
初
予
算
で
要
求
し
て
い
る
こ
と
や
、
政
権
の

積
極
財
政
路
線
に
合
わ
せ
て
、
大
幅
な
予
算
の
上
積
み
を
め
ざ
す
施
策
が
増

え
た
こ
と
が
影
響
し
た
。
千
葉
県
で
の
台
風
に
よ
る
大
雨
災
害
や
、
熊
本
地

震
と
い
っ
た
激
甚
災
害
が
頻
発
す
る
な
か
、
防
災
・
減
災
関
係
の
施
策
に
重

点
を
置
い
た
。
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
費
は
１
兆
１
５
９
１
億
円
を
計
上

し
、
南
海
ト
ラ
フ
や
首
都
直
下
地
震
の
対
策
関
連
経
費
を
40
・
０
％
増
の

３
４
１
６
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

気
候
変
動
に
よ
る
水
害
の
激
甚
化
、
頻
発
化
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
で
、
水

害
対
策
の
強
化
も
進
め
る
。
日
本
近
海
の
海
面
水
温
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
た

め
、
大
型
台
風
が
発
生
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
過
去
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た
想
定
を
超
え
る
雨
量
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
降
水
時
の
河
川
の
水
位
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
、
川

底
の
土
砂
を
取
り
除
く
工
事
な
ど
に
取
り
組
む
。

26
年
度
か
ら
の
5
カ
年
で
実
施
す
る
国
土
強
靱
化
実
施
計
画
の
関
連
経

費
、
資
材
価
格
の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
の
公
共
事
業
費
の
追
加
経
費
は
具

体
的
な
金
額
を
示
さ
な
い
「
事
項
要
求
」
と
し
た
。
北
海
道
新
幹
線
の
新
函

館
北
斗
―
札
幌
間
整
備
の
追
加
経
費
や
、
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
―
新
大
阪
間

の
延
伸
に
関
わ
る
費
用
に
つ
い
て
も
事
項
要
求
と
な
っ
た
。

政 策 解 説政 策 解 説

激甚化する地震、水害対策を強化激甚化する地震、水害対策を強化
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切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
の
実
態
把
握
を
全

国
統
一
基
準
に
基
づ
い
て
進
め
る
ほ
か
、

需
要
に
応
じ
て
水
の
供
給
を
行
っ
た
場
合

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
。
解
析
結

果
を
も
と
に
分
析
を
行
い
、
関
連
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
う
。

空
き
家
の
流
通
促
進

空
き
家
の
流
通
促
進

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家

対
策
も
強
化
す
る
。
空
き
家
の
発
生
は
、

親
か
ら
古
い
家
屋
を
引
き
継
い
だ
際
に
、

使
い
道
に
困
る
も
の
の
処
分
方
法
を
決
め

な
い
こ
と
で
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

所
有
者
に
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
主

体
的
に
処
分
方
法
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
有
効
な

の
が
、
所
有
者
側
に
と
っ
て
も
利
点
の
大

き
い
売
却
に
よ
る
処
分
方
法
の
選
択
肢
を

増
や
す
こ
と
と
な
る
。
既
に
、
空
き
家
を

買
い
取
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
こ
と
で
付

加
価
値
を
上
げ
て
販
売
す
る
事
業
者
は
出

て
き
て
い
る
が
、
国
交
省
は
さ
ら
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
を
し
た
後
に
賃
貸
物
件
と
し
て

貸
し
出
す
事
業
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い

く
方
針
だ
。
来
年
度
は
、
国
か
ら
住
宅
金

融
支
援
機
構
に
出
資
す
る
拠
出
金
を
元
手

に
し
た
同
機
構
に
よ
る
運
用
で
利
益
を
確

保
し
て
も
ら
い
、
低
利
で
事
業
者
を
支
援

す
る
資
金
を
確
保
す
る
仕
組
み
を
作
る
。

事
業
者
が
空
き
家
を
買
い
取
り
、
賃
貸
物

件
と
し
て
貸
し
出
す
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
場

合
、
最
初
に
購
入
し
た
資
産
価
値
の
低
い

空
き
家
は
担
保
に
し
に
く
い
た
め
、
資
金

を
金
融
機
関
か
ら
借
り
に
く
く
、
借
り
る

場
合
は
高
い
金
利
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
場
合
が
多
く
な
る
。
金
融
面
の
支

援
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
を
め
ざ
す
事
業
者
の
成
長
を
促
し

て
い
く
狙
い
が
あ
る
。

空
き
家
の
増
加
は
、
町
並
み
の
景
観
が

失
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
が
不
在
の

家
屋
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発

生
リ
ス
ク
も
高
ま
る
。
２
０
２
５
年
11
月

に
起
き
た
大
分
市
佐
賀
関
で
の
大
火
災

や
、
24
年
1
月
の
能
登
地
震
で
石
川
県
の

輪
島
朝
市
で
起
き
た
大
規
模
火
災
で
は
、

い
ず
れ
も
、
も
と
も
と
密
集
集
落
だ
っ
た

地
域
に
多
く
の
空
き
家
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
被
害
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。
一

方
で
、
密
集
集
落
の
存
在
は
海
岸
部
の
漁

村
な
ど
で
多
く
存
在
し
て
い
る
と
見
ら
れ

る
が
、
正
確
な
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
さ

れ
て
い
な
い
。
国
交
省
で
は
、
空
き
家
対

策
の
一
環
と
し
て
、
密
集
集
落
の
状
況
に

つ
い
て
全
国
的
な
詳
し
い
実
態
調
査
を
始

め
る
方
針
だ
。

加
え
て
、
来
年
度
か
ら
空
き
家
の
持
ち

主
に
対
す
る
相
談
活
動
を
行
う
際
の
経
費

に
つ
い
て
、
市
町
村
を
通
じ
て
支
援
す
る

予
定
だ
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
地
元
自

治
会
、
地
域
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
っ
て
い
る
大
学
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
活
動
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
空
き
家
所
有
者
の
行
動
を
変

え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
目
的
だ
。
そ
の
後
は
、
自
治
体
の
補

助
金
な
ど
を
活
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し

て
も
ら
い
、
家
屋
と
し
て
別
の
人
が
利
用

し
た
り
、
除
却
し
て
広
場
に
す
る
こ
と
で

地
域
の
防
災
環
境
を
整
え
る
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
使
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

空
き
家
だ
け
で
は
な
く
、
空
き
店
舗
対

策
の
取
組
も
進
め
る
。
閉
店
し
た
店
舗
が

並
ぶ
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
」
の
再
生
事
業
に

民
間
企
業
が
取
り
組
む
際
に
、
初
期
投
資

に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
公
費
で
補
助
す

る
仕
組
み
を
作
る
。
補
助
対
象
と
な
る
の

は
、
市
町
村
が
「
景
観
整
備
推
進
法
人
」

と
し
て
認
め
た
企
業
で
、
地
元
の
鉄
道
会

社
や
建
設
会
社
、
金
融
機
関
な
ど
に
加
え

て
、
全
国
展
開
し
て
い
る
ホ
テ
ル
事
業
者

な
ど
域
外
の
大
型
資
本
の
呼
び
込
み
も
進

め
た
い
考
え
だ
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
な
ど
が

増
え
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の
景
観
悪
化

に
つ
な
が
る
ほ
か
、
観
光
客
や
買
い
物
客

の
減
少
に
よ
っ
て
地
域
の
不
動
産
価
値
を

低
下
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
る
な

ど
の
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。

住
宅
、
建
築
関
連
で
は
ほ
か
に
、
省
エ

ネ
や
脱
炭
素
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
建
築
物
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン

削
減
推
進
事
業
」
を
新
た
に
始
め
る
。
資

材
製
造
、
施
行
、
使
用
、
解
体
と
い
っ
た

一
連
の
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
全
体
で
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
を
進
め
る
。

具
体
的
な
削
減
方
法
と
し
て
は
、
既
存
の

ビ
ル
を
解
体
し
て
新
た
に
ビ
ル
を
建
て
る

際
に
、
古
い
ビ
ル
の
資
材
を
再
利
用
す
る

こ
と
で
新
た
な
資
材
の
使
用
を
抑
え
た

り
、
木
質
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
が
少
な
い
建
材
を
積
極
活

用
す
る
事
業
者
を
支
援
す
る
。

木
造
建
築
物
の
普
及
に
向
け
た
取
組
も

継
続
す
る
。
必
要
な
調
査
設
計
費
や
、
木

造
化
に
よ
っ
て
増
え
た
建
設
工
事
費
に
つ

い
て
２
分
の
1
を
上
限
に
合
計
３
億
円
ま

で
を
補
助
す
る
。
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
っ
て
成
長

す
る
木
材
は
、
燃
や
さ
な
い
限
り
外
に
Ｃ

Ｏ
２
が
出
て
い
か
な
い
た
め
、
建
設
資
材

と
し
て
の
木
材
の
積
極
活
用
は
地
球
温
暖

化
対
策
に
つ
な
が
る
効
果
が
期
待
で
き

る
。物

流
新
大
綱
に
対
応

物
流
新
大
綱
に
対
応

総
合
物
流
施
策
大
綱
が
今
年
３
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
関
連
施
策

の
推
進
に
力
を
入
れ
る
。
前
年
度
比
３
倍

超
と
な
る
３
８
１
億
円
を
要
求
し
た
。
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
の
長
時
間
労
働
の
解
消
な

ど
を
進
め
る
。
複
数
の
事
業
者
の
荷
物
を

１
台
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
「
中
継
輸
送
」
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や
、
複
数
の
荷
主
の
荷
物
を
１
台
の
ト

ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
「
共
同
運
送
」
と
い
っ
た

取
組
を
推
進
。
ト
ラ
ッ
ク
よ
り
も
大
量
の

荷
物
を
一
度
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る

「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
」
も
加
速
さ
せ
る
。

物
流
の
効
率
化
、合
理
化
を
進
め
る
た
め
、

発
注
者
と
納
入
者
の
間
で
情
報
を
シ
ス
テ

ム
上
で
共
有
し
て
発
注
量
や
納
入
量
を
平

準
化
し
た
り
、
消
費
者
が
注
文
す
る
際
に

翌
日
配
達
な
ど
を
デ
フ
ォ
ル
ト
に
設
定
す

る
の
で
は
な
く
、
余
裕
の
あ
る
一
週
間
便

な
ど
を
選
べ
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
で
負

荷
を
軽
減
す
る
と
い
っ
た
取
組
を
支
援
す

る
。イ

ラ
ン
情
勢
が
悪
化
し
原
油
価
格
が
高

騰
す
る
な
か
で
、
原
油
に
頼
ら
な
い
物
流

手
段
の
確
保
に
向
け
た
取
組
も
進
め
る
。

太
陽
光
や
水
素
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
な
ど

の
石
油
以
外
の
動
力
を
使
う
ト
ラ
ッ
ク
購

入
へ
の
補
助
を
実
施
。
新
た
に
、
燃
費
効

率
が
優
れ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
に
つ

い
て
も
購
入
支
援
を
開
始
す
る
。

国
交
省
が
所
管
す
る
交
通
分
野
で
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
拡
大
す
る
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
・
エ
ネ
リ
ン
ク
構
想
」
も
推
進

す
る
。
11
月
に
も
中
間
報
告
が
ま
と
ま
る

方
向
だ
が
、
８
月
末
に
ま
と
め
た
来
年
度

予
算
概
算
要
求
に
も
関
連
施
策
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
軽
量
薄
型
で
折
り
曲
げ
ら
れ

る
「
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
」
の
導

入
可
能
な
場
所
に
関
す
る
調
査
を
実
施

す
る
。
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
の
主
な
原
料
は

ヨ
ウ
素
だ
が
、
日
本
の
ヨ
ウ
素
生
産
の
世

界
シ
ェ
ア
は
約
３
割
を
占
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
中
国
国
内
で
の
製
造
割
合
が
高

い
従
来
型
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
は
異
な

り
、
国
内
産
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
が
国
際

競
争
力
を
持
っ
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。
太
陽
光
や
小
水
力
発
電
と
い
っ
た

新
エ
ネ
発
電
を
進
め
る
こ
と
で
、
脱
石
油

依
存
、
脱
中
東
依
存
を
進
め
る
と
同
時

に
、
防
災
面
で
の
プ
ラ
ス
の
効
果
も
期
待

で
き
る
。
太
陽
光
な
ど
は
火
力
や
原
子
力

な
ど
と
比
べ
て
小
規
模
な
発
電
の
た
め
、

拠
点
も
分
散
的
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
消

費
者
の
住
む
地
域
の
近
く
で
発
電
し
、
電

気
を
送
る
た
め
、
長
距
離
に
わ
た
っ
て
送

電
網
を
張
り
巡
ら
す
必
要
は
な
く
、
地
震

や
大
雨
な
ど
で
送
電
網
が
遮
断
さ
れ
送

電
で
き
な
く
な
り
リ
ス
ク
は
比
較
的
低

く
な
る
。
国
交
省
で
は
、
気
候
変
動
に
よ

る
災
害
の
激
甚
化
、
頻
発
化
が
進
む
な
か

で
、
新
エ
ネ
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
で
、

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
考
え
だ
。

（
時
事
通
信
社
内
政
部　

佐
々
木
栄
二
郎
）
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少
子
化
交
付
金
は
廃
止
に

少
子
化
交
付
金
は
廃
止
に

予
算
概
算
要
求
で
は
、
自
治
体
の
婚
活

支
援
や
子
育
て
の
機
運
醸
成
に
充
て
る

「
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
」

を
要
求
せ
ず
廃
止
と
し
た
。
同
交
付
金
は

26
年
度
に
10
億
円
、
25
年
度
は
当
初
予
算

と
補
正
予
算
の
合
計
で
86
億
５
８
０
０
万

円
を
確
保
し
た
が
、
予
算
の
無
駄
遣
い
を

検
証
す
る
「
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
」
な
ど

で
の
効
果
検
証
が
不
十
分
と
の
指
摘
を
踏

ま
え
た
。
さ
ら
に
、
単
発
イ
ベ
ン
ト
や
広

報
に
か
か
る
委
託
費
、
母
子
家
庭
の
支
援

事
業
な
ど
執
行
率
が
低
い
既
存
事
業
の
縮

減
な
ど
に
よ
り
、
計
１
３
０
億
円
の
財
源

を
捻
出
し
た
。

少
子
化
交
付
金
を
廃
止
す
る
一
方
、
子

育
て
支
援
の
地
域
間
格
差
を
是
正
す
る
狙

い
か
ら
、財
政
力
が
弱
い
市
町
村
に
対
し
、

県
な
ど
を
通
じ
て
重
点
的
に
支
援
す
る

「
地
域
こ
ど
も
政
策
推
進
事
業
費
交
付
金
」

を
拡
充
さ
せ
る
。
26
年
度
補
正
予
算
で
10

億
円
を
計
上
し
た
が
、
27
年
度
予
算
概
算

要
求
で
は
46
億
円
を
求
め
た
。

同
交
付
金
は
、
財
政
力
指
数
が
１
未
満

の
道
府
県
や
連
携
中
枢
都
市
、
定
住
自
立

圏
の
中
心
市
が
、
財
政
力
が
同
様
の
市
町

村
に
よ
る
子
ど
も
施
策
の
拡
充
を
計
画

的
・
継
続
的
に
進
め
る
こ
と
な
ど
を
要
件

に
、
地
域
で
の
優
先
度
が
高
い
取
組
を
支

援
す
る
内
容
。
自
治
体
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は

高
い
婚
活
支
援
に
も
、
優
先
度
付
け
に
応

じ
て
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
も
可
能

だ
。自

殺
対
策
で
交
付
金
創
設

自
殺
対
策
で
交
付
金
創
設

後
を
絶
た
な
い
子
ど
も
の
自
殺
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
子
ど
も
の
自
殺
対
策

強
化
に
向
け
た
新
た
な
交
付
金
「
こ
ど
も

の
い
の
ち
輝
く
交
付
金
」（
仮
称
）
を
創

設
す
る
。
今
年
４
月
に
改
正
自
殺
対
策
基

本
法
が
施
行
さ
れ
、
自
治
体
は
学
校
や
児

童
相
談
所
、
医
療
機
関
、
民
間
団
体
な
ど

が
連
携
し
、
見
守
り
や
情
報
共
有
を
強
化

す
る
協
議
会
を
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
市
町
村
単
位
の
ほ
か
、
複
数
の
自
治

体
が
連
携
し
て
置
く
こ
と
も
で
き
る
。

同
交
付
金
は
、
協
議
会
自
体
の
運
営
や

地
域
住
民
へ
の
周
知
に
か
か
る
経
費
に
加

え
、
自
傷
行
為
歴
が
あ
る
な
ど
対
応
が
難

し
い
子
ど
も
向
け
に
助
言
し
て
も
ら
う
専

門
家
ら
と
の
連
携
費
用
に
も
充
て
ら
れ

る
。
関
連
経
費
と
し
て
10
億
４
０
０
０
万

円
を
予
算
概
算
要
求
に
盛
り
込
ん
だ
。
ま

た
、
民
間
事
業
者
に
委
託
し
な
が
ら
、
都

道
府
県
が
市
町
村
に
よ
る
協
議
会
の
設
置

こ
ど
も
家
庭
庁
の
２
０
２
７
年
度
予
算
概
算
要
求
は
、
児
童
手
当
な
ど
の

財
源
と
し
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
」
に
繰
り
入
れ
る
分
を
含

め
た
一
般
会
計
の
総
額
が
、
前
年
度
比
４
・
９
％
増
の
４
兆
４
８
９
６
億
円

と
な
っ
た
。
若
者
の
孤
立
防
止
に
向
け
、
自
治
体
が
学
校
や
民
間
の
支
援
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
居
場
所
を
整
備
す
る
モ
デ
ル
事
業
に
乗
り
出
す
。
こ
れ

ま
で
は
小
さ
な
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
同
庁
だ
が
、

若
者
支
援
に
も
主
要
政
策
と
し
て
重
点
を
置
き
、
関
連
経
費
11
億
円
を
計
上

し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
会
を
含
め
た
総
額
は
、
同
３
・
３
％
増
の

７
兆
７
４
３
６
億
円
と
な
っ
た
。
内
訳
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
使
い
道
が
決

ま
っ
て
い
る
義
務
的
経
費
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
保
育
所
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
の
運
営
費
が
２
兆
６
７
０
０
億
円
、
児
童
手
当
が

２
兆
７
０
０
億
円
、
育
児
休
業
な
ど
の
給
付
が
１
兆
１
３
０
０
億
円
だ
っ

た
。
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
は
１
兆
２
０
０
億

円
、
大
学
の
授
業
料
減
免
で
６
６
０
０
億
円
、
妊
婦
へ
の
10
万
円
給
付
は

８
０
０
億
円
を
計
上
し
た
。
危
機
管
理
・
成
長
投
資
に
充
て
ら
れ
、
要
求
上

限
の
定
め
が
な
い
「
強
く
豊
か
な
日
本
」
投
資
枠
で
は
、
１
２
２
５
億
円
を

求
め
た
。

政 策 解 説政 策 解 説
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を
後
押
し
す
る
機
能
を
強
化
す
る
こ
と

に
も
取
り
組
む
。
管
内
市
町
村
向
け
の
研

修
や
情
報
交
換
会
の
実
施
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。

若
者
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
、
自
治
体
や

民
間
企
業
が
連
携
し
た
居
場
所
づ
く
り
に

も
乗
り
出
す
。
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
若

者
が
日
常
的
に
利
用
し
た
り
集
ま
っ
た
り

す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
フ
ー
ド

コ
ー
ト
と
い
っ
た
商
業
施
設
な
ど
に
自
治

体
や
民
間
の
支
援
団
体
の
職
員
を
配
置
す

る
こ
と
で
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
若
者
が

抱
え
る
悩
み
や
相
談
に
応
じ
た
り
、
支
援

先
を
紹
介
し
た
り
す
る
相
談
機
能
を
強
化

す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
学
校
内
に
「
校
内

カ
フ
ェ
」
と
い
っ
た
居
場
所
を
設
け
る
こ

と
も
含
ま
れ
る
。
支
援
対
象
は
主
に
15
～

29
歳
を
想
定
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
居
場
所
づ
く
り
は
、
学
童

や
子
ど
も
食
堂
と
い
っ
た
年
齢
の
低
い
子

ど
も
向
け
が
中
心
で
、
学
校
や
家
庭
に
居

場
所
の
な
い
若
者
が
気
軽
に
足
を
運
べ
る

場
所
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
都
道
府
県

と
市
町
村
が
支
援
対
象
で
、
財
政
力
指
数

が
１
未
満
の
自
治
体
は
国
が
事
業
費
の
３

分
の
２
を
補
助
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
２

分
の
１
を
補
助
す
る
。

教
育
や
就
労
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
与
え
る
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支
援
」

や
、
若
者
の
地
域
参
加
を
官
民
連
携
で
後

押
し
す
る
事
業
も
始
め
る
方
針
。
若
者
が

抱
え
る
課
題
を
学
校
や
民
間
企
業
な
ど
と

共
有
し
、過
ご
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
。

同
庁
職
員
が
助
言
す
る
場
を
つ
く
る
な

ど
、
伴
走
型
の
支
援
を
進
め
る
計
画
だ
。

同
庁
は
今
年
度
末
ま
で
に
若
者
政
策
の
指

針
と
な
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
す

る
。
こ
う
し
た
若
者
支
援
の
関
係
で
、
予

算
概
算
要
求
に
は
関
連
経
費
11
億
円
を
計

上
し
た
。

条
件
不
利
地
の
保
育
機
能
強
化

条
件
不
利
地
の
保
育
機
能
強
化

過
疎
地
や
離
島
・
半
島
地
域
、
豪
雪
地

帯
と
い
っ
た
条
件
不
利
地
域
で
は
、
地
域

に
１
カ
所
し
か
な
い
施
設
が
赤
字
経
営
に

苦
し
む
ケ
ー
ス
も
顕
著
だ
が
、
地
域
の
維

持
に
は
子
ど
も
を
預
け
て
働
け
る
場
所
の

存
在
が
不
可
欠
だ
。
未
就
学
児
に
限
ら
な

い
多
様
な
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
地
域
の
保
育
施
設
を
子
育
て
拠
点

と
し
て
機
能
強
化
さ
せ
る
市
町
村
へ
の
補

助
事
業
を
始
め
る
。

既
存
の
保
育
機
能
を
強
化
し
な
が
ら
、

小
学
生
以
上
を
対
象
に
し
た
居
場
所
づ
く

り
、
妊
産
婦
や
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に

取
り
組
む
施
設
が
対
象
。
原
則
１
自
治
体

１
施
設
の
実
施
を
想
定
す
る
。
高
齢
者
の

支
援
や
、
防
災
な
ど
広
く
地
域
住
民
を
対

象
と
し
た
取
組
も
任
意
で
求
め
る
。
国
が

事
業
費
の
３
分
の
２
を
補
助
し
、
１
自
治

体
あ
た
り
１
２
０
０
万
円
が
補
助
基
準
額

と
な
る
。

既
に
同
庁
は
今
年
度
か
ら
、
保
育
の
公

定
価
格
に
つ
い
て
も
条
件
不
利
地
域
に
あ

る
小
規
模
な
保
育
所
に
対
す
る
加
算
措
置

を
実
施
し
、
自
治
体
と
も
協
議
し
な
が
ら

地
域
づ
く
り
な
ど
の
工
夫
を
重
ね
る
施
設

へ
の
支
援
を
手
厚
く
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
保
育
の
関
連
で
は
、
日
本

維
新
の
会
が
求
め
て
い
る
０
～
２
歳
を
含

む
幼
児
教
育
・
保
育
の
支
援
は
、
予
算
編

成
過
程
で
詰
め
る
。
維
新
は
６
月
、
第
２

子
の
保
育
料
を
半
額
に
す
る
と
い
っ
た
現

行
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、
複
雑
な
第
２

子
以
降
の
数
え
方
を
単
純
化
し
、
所
得
制

限
も
撤
廃
す
る
こ
と
で
、
軽
減
措
置
の
対

象
者
を
広
げ
る
よ
う
提
言
し
た
。

既
に
多
子
世
帯
の
支
援
と
し
て
、
第
２

子
の
保
育
料
は
半
額
、
第
３
子
は
無
償
と

す
る
措
置
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
未

就
学
児
の
場
合
が
基
本
。
最
年
長
の
子
ど

も
が
小
学
生
で
あ
れ
ば
第
１
子
に
は
数
え

な
い
と
の
年
齢
制
限
が
あ
り
、
一
定
の
緩

和
措
置
は
あ
っ
て
も
保
護
者
に
は
所
得
制

限
が
あ
る
。

中
小
企
業
、
子
育
て
環
境
整
備

中
小
企
業
、
子
育
て
環
境
整
備

働
き
や
す
く
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

地
方
の
中
小
企
業
が
整
え
る
こ
と
で
地
域

経
済
の
活
性
化
を
狙
う
「
こ
ど
も
と
と
も

に
成
長
す
る
企
業
構
想
」
の
関
連
経
費
と

し
て
９
億
円
も
予
算
概
算
要
求
で
要
求
。

中
小
企
業
が
仕
事
と
育
児
を
両
立
し
や
す

い
社
内
環
境
の
整
備
や
、
子
ど
も
食
堂
の

運
営
支
援
と
い
っ
た
社
外
の
取
組
を
進
め

や
す
く
す
る
よ
う
、
助
言
を
行
う
金
融
機

関
や
業
界
団
体
に
対
す
る
補
助
を
行
う
。

来
年
度
に
は
地
域
で
子
育
て
支
援
に
取

り
組
む
企
業
を
認
定
す
る
制
度
を
創
設
す

る
方
針
で
、
認
定
企
業
向
け
の
税
制
上
の

優
遇
措
置
創
設
を
め
ざ
し
、
関
連
事
項
を

税
制
改
正
要
望
に
も
盛
り
込
ん
だ
。
法
人

税
の
一
定
額
を
差
し
引
く
税
額
控
除
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。

市
町
村
の
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る
産

後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
も
、
質
の
向
上
や

量
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
、
出
産
後
の
母
子

が
専
門
的
な
育
児
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
市
町
村
が
実
施
す
る
産
後
ケ
ア
事
業
に

つ
い
て
、
国
の
補
助
額
を
見
直
す
方
針
を

固
め
た
。
施
設
規
模
に
応
じ
て
３
段
階
に

分
け
、
宿
泊
型
で
月
約
２
７
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
上
限
を
引
き
上
げ
る
。
父
親

の
サ
ポ
ー
ト
も
行
う
施
設
へ
の
加
算
措
置

な
ど
を
新
設
す
る
。

１
カ
月
児
や
５
歳
児
の
健
診
に
対
す
る

財
政
支
援
は
、
初
め
て
当
初
予
算
段
階
か

ら
盛
り
込
む
。１
歳
半
と
３
歳
児
の
健
診
、

小
学
校
入
学
の
半
年
前
ご
ろ
の
「
就
学
児

健
診
」
は
自
治
体
の
義
務
だ
が
、
１
カ
月

児
や
５
歳
児
の
健
診
は
任
意
。
１
カ
月
健

診
は
、
虐
待
の
予
防
や
早
期
発
見
に
役
立

つ
。
５
歳
児
健
診
は
、
就
学
前
に
子
ど
も

の
発
達
や
成
長
を
確
認
し
、
特
性
に
合
わ

せ
た
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ

る
。
実
施
自
治
体
も
増
え
て
お
り
、
近
年
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ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

各
地
で
の
設
置
が
進
む
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
を
核
に
、
地
域
の
親
子
を
支
え
る

体
制
を
強
化
す
る
モ
デ
ル
事
業
も
始
め

る
。
重
点
強
化
自
治
体
を
指
定
し
、
相
談

支
援
事
業
を
拡
充
さ
せ
る
。
孤
立
し
が
ち

な
妊
産
婦
へ
の
支
援
と
し
て
、
保
健
師
に

よ
る
産
後
の
面
談
機
会
を
増
や
す
な
ど
切

れ
目
の
な
い
対
策
に
取
り
組
む
。
孤
立
の

恐
れ
が
あ
る
母
親
を
把
握
し
た
場
合
、
子

ど
も
が
２
歳
に
な
る
こ
ろ
ま
で
の
間
、
継

続
的
に
面
談
の
機
会
を
設
け
る
。例
え
ば
、

紹
介
し
た
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

お
ら
ず
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
な

母
親
に
対
し
、
保
健
師
が
追
加
で
戸
別
訪

問
す
る
な
ど
積
極
的
に
支
援
を
働
き
掛
け

る
こ
と
を
想
定
。
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

の
方
法
を
探
り
、
将
来
的
な
全
国
展
開
を

検
討
す
る
。

児
童
養
護
施
設
や
児
童
相
談
所
、
乳

児
院
と
い
っ
た
子
ど
も
を
養
育
す
る
施

設
の
環
境
改
善
に
も
力
を
入
れ
る
。
医
療

的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
る
環
境
の
整
備
や

機
器
購
入
に
必
要
な
経
費
を
新
た
に
補
助

す
る
ほ
か
、
施
設
内
で
の
性
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
や
更
衣

室
、
カ
メ
ラ
を
購
入
す
る
費
用
な
ど
を
補

助
す
る
。

里
親
養
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
里
親

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
進
め
、
セ
ン

タ
ー
同
士
で
の
情
報
共
有
の
強
化
を
図

る
。
ま
た
、
今
年
４
月
の
改
正
民
法
の
施

行
を
受
け
、
子
ど
も
の
利
益
を
確
保
す
る

観
点
を
踏
ま
え
た
離
婚
前
後
の
家
庭
支
援

に
関
す
る
理
解
促
進
や
普
及
啓
発
に
も
乗

り
出
す
。

企
業
連
携
、
自
殺
対
策
で
増
員

企
業
連
携
、
自
殺
対
策
で
増
員

27
年
度
税
制
改
正
要
望
で
は
、
経
済
産

業
省
と
厚
生
労
働
省
と
共
同
で
、
家
事
支

援
サ
ー
ビ
ス
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用

し
た
個
人
へ
の
税
優
遇
の
新
設
を
要
望
。

一
方
、
祖
父
母
な
ど
か
ら
一
括
譲
渡
さ
れ

た
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
贈
与
税
非
課
税

措
置
は
今
年
度
限
り
で
廃
止
す
る
こ
と
と

し
た
。

27
年
度
組
織
・
定
員
要
求
で
は
、「
こ

ど
も
と
と
も
に
成
長
す
る
企
業
構
想
」
に

よ
る
企
業
と
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の

官
房
企
画
官
ポ
ス
ト
の
新
設
を
求
め
た
。

子
ど
も
と
接
す
る
仕
事
に
就
く
人
の
犯
罪

歴
を
調
べ
る
「
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
」
が
今
年

12
月
に
始
ま
る
の
に
合
わ
せ
、
時
限
定
員

を
含
め
て
４
人
の
増
員
を
要
求
。
子
ど
も

の
自
殺
対
策
で
も
時
限
定
員
２
人
の
増
員

を
求
め
た
。
全
体
で
は
、
時
限
措
置
の
５

人
を
含
む
29
人
の
増
員
を
要
望
し
た
。
合

理
化
に
よ
る
減
員
な
ど
は
行
わ
ず
、
要
求

通
り
認
め
ら
れ
た
場
合
、
27
年
度
末
の
定

員
は
５
７
７
人
に
な
る
。

　�

（
時
事
通
信
社
内
政
部　

中
嶋
泰
郁
）

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ23-05507（2023.8.1作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％44

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）
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三
重
県
北
部
に
位
置
す
る
東
員
町
は
、
桑

名
市
や
四
日
市
市
、
い
な
べ
市
に
隣
接
し
、

名
古
屋
都
市
圏
か
ら
約
30
㎞
圏
内
と
い
う
恵

ま
れ
た
立
地
を
誇
る
町
で
す
。
町
の
中
央
に

は
員
弁
川
が
流
れ
、
西
に
は
鈴
鹿
山
脈
を
望

む
豊
か
な
自
然
が
広
が
り
、
都
市
機
能
と
田

園
風
景
が
見
事
に
調
和
し
た
暮
ら
し
や
す
い

環
境
を
形
成
し
て
い
ま
す
。 

総
面
積
22
・
68
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い

う
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
域
に
は
、
住
宅
地
や
商

業
施
設
、
農
地
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
海
環
状
自
動
車
道

東
員
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
三
岐
鉄
道
の
2

路
線
な
ど
交
通
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
て
お

り
、
子
育
て
世
帯
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に

人
気
の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

近
年
、
本
町
で
は
住
民
一
人
ひ
と
り
が
健

康
で
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
皆
さ
ん
の
「
お
み
ご
と
！
」
な
活

躍
と
「
と
う
い
ん
」
を
掛
け
合
わ
せ
て
、

「O
M

IG
O

T
O

IN

（
オ
ミ
ゴ
ト
ウ
イ
ン
）」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
ま
す
。
町

の
魅
力
を
内
外
へ
広
く
発
信
す
る
と
と
も

に
、
住
民
の
暮
ら
し
や
地
域
資
源
を
活
か
し

た
取
組
を
強
力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。 

都
市
近
郊
な
ら
で
は
の
利
便
性
と
、
四
季

の
移
ろ
い
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
穏
や
か
な

環
境
が
共
存
す
る
本
町
は
、
訪
れ
る
人
に

と
っ
て
も
、
住
む
人
に
と
っ
て
も
心
地
よ
い

環
境
を
備
え
た
「
ち
ょ
う
ど
い
い
町
」
と
し

て
高
い
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

「
地
域
を
味
わ
う
、
小
さ
な
旅
」

本
町
の
観
光
は
、
有
名
な
観
光
地
を
巡
る

旅
と
い
う
よ
り
も
、
週
末
に
ち
ょ
っ
と
し
た

お
で
か
け
で
楽
し
む
よ
う
な
「
ち
ょ
こ
っ
と

観
光
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
町
の

風
景
や
地
域
の
魅
力
に
ふ
れ
て
「
地
域
を
味

わ
う
観
光
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

本
町
で
は
観
光
地
域
づ
く
り
組
織
の

「JO
IN

T
O

IN

」
を
立
ち
上
げ
、健
康
を
テ
ー

▲上空から見た東員町中心部

三重県 東員町

三
重
県

東と
う

員い
ん

町ち
ょ
う

東
員
町
の
魅
力
と
未
来
へ
の
取
組

ち
ょ
こ
っ
と
田
舎
、
ち
ょ
こ
っ
と
都
会

　
　
　
　
　
　 

の
ど
か
で
便
利
、
ち
ょ
う
ど
い
い
町
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マ
と
し
な
が
ら
、
自
然
や
食
、
体
験
、
そ
し

て
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
町
そ

の
も
の
を
楽
し
む
観
光
地
域
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。 

町
内
に
は
、
広
々
と
し
た
芝
生
や
大
型
遊

具
を
備
え
た
「
中
部
公
園
」
を
は
じ
め
、
季

節
ご
と
の
花
々
が
彩
る
景
観
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
や
散
策
を
満
喫
で
き
る
田
園
風
景
な
ど
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
ス
ポ
ッ

ト
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
特
に
秋
に
は
、
一

面
に
広
が
る
コ
ス
モ
ス
が
町
を
鮮
や
か
に
彩

り
、多
く
の
来
訪
者
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
ナ
ロ
ー
ゲ
ー

ジ
」
と
呼
ば
れ
る
軌
間
７
６
２
㎜
の
路
線
、

三
岐
鉄
道
北
勢
線
が
走
る
風
景
は
、
鉄
道

フ
ァ
ン
や
写
真
愛
好
家
の
方
々
に
も
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
町
内
に
は
個
性
豊
か
な
カ
フ
ェ

や
ベ
ー
カ
リ
ー
、
地
元
食
材
を
活
か
し
た
飲

食
店
が
立
ち
並
び
、
地
域
な
ら
で
は
の
味
わ

い
に
出
会
え
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。 

私
た
ち
は
、
大
規
模
な
観
光
施
設
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
日
常
の
風
景
や
地
域
の
魅
力

を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
磨
き
上
げ
る
こ
と

で
、「
ま
た
訪
れ
た
い
」
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
町
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
都
市
部
か
ら

の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
を
活
か
し
、
休
日
に

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る
「
小
さ
な
旅
先
」
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
多
彩
な
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。 

「
暮
ら
す
人
々
の
営
み
を
映
し
出
す

地
域
の
財
産
」

本
町
で
は
、
地
域
の
農
産
物
を
活
か
し
た

特
産
品
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

な
か
で
も
東
員
町
産
の
大
豆
は
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
支
え
る
重
要
な
農
産
物
で
あ
り
、
味

噌
や
油
揚
げ
、
パ
ン
や
お
菓
子
な
ど
多
彩
な

加
工
品
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

町
で
は
「
東
員
町
特
産
品
認
定
制
度
」
を

設
け
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
優
れ
た
商
品

を
認
定
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
や
事
業
者
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
を

進
め
て
い
ま
す
。 

代
表
的
な
特
産
品
と
し
て
は
、
東
員
町
産

大
豆
を
使
用
し
た
無
添
加
の
「
い
ず
み
味

噌
」
や
、
お
か
ら
を
出
さ
な
い
製
法
で
ひ
と

味
違
う
「
や
み
つ
き
油
揚
げ
」。
大
豆
粉
や

米
粉
を
使
っ
た
パ
ン
や
焼
き
菓
子
、
ス
コ
ー

ン
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
素
材
本
来
の
お

い
し
さ
を
大
切
に
し
た
商
品
づ
く
り
は
、
近

年
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
と
と
も
に
多
く
の

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
大
豆
こ

ん
に
ゃ
く
」
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
加
工
品
も
次
々
と
生
ま
れ
て

い
ま
す
。 

近
年
で
は
、
生
産
者
と
事
業
者
が
し
っ
か

り
と
連
携
し
、「
東
員
町
の
い
い
も
の
！
」

と
し
て
町
の
魅
力
を
一
体
と
な
っ
て
発
信
す

る
取
組
も
進
ん
で
い
ま
す
。 

特
産
品
は
単
な
る
お
土
産
に
と
ど
ま
ら

ず
、
東
員
町
の
風
土
や
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

の
営
み
を
映
し
出
す
大
切
な
地
域
の
財
産
で

す
。
農
業
の
恵
み
を
活
か
し
た
商
品
開
発
を

通
じ
て
新
た
な
魅
力
を
生
み
出
し
続
け
る
姿

勢
は
、
地
域
活
性
化
や
交
流
人
口
の
拡
大
に

も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
越

し
の
際
は
、
ぜ
ひ
土
地
の
恵
み
と
作
り
手
の

思
い
が
詰
ま
っ
た
特
産
品
を
味
わ
い
、
こ
の

町
な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。 

「
み
ん
な
と
一
歩
ず
つ
未
来
に
向
か
っ
て

い
く
東
員
町
子
ど
も
の
権
利
条
例
」

本
町
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
子
ど
も
た
ち

▲中部公園▲三岐鉄道北勢線

▲コスモス畑

▲大豆のミルクハース ▲いずみ味噌

▲やみつき油揚げ▲大豆こんにゃく
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が
中
心
と
な
っ
て
「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」

を
制
定
し
た
町
で
す
。 

か
つ
て
の
歌
人
、
山
上
憶
良
（
や
ま
の
う

え
の
お
く
ら
）
は
、「
銀
（
し
ろ
が
ね
）
も

金
（
く
が
ね
）
も
玉
（
た
ま
）
も
何
せ
む
に
、

勝
れ
る
宝
、
子
に
し
か
め
や
も
」
と
詠
み
、

ど
の
よ
う
な
財
宝
よ
り
も
子
ど
も
こ
そ
が
何

も
の
に
も
代
え
が
た
い
宝
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
ま
し
た
。 

時
代
が
移
り
変
わ
っ
た
現
代
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
宝
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
一

方
で
、「
虐
待
」
や
「
い
じ
め
」、「
交
通
事
故
」

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
痛
ま
し
い

出
来
事
が
後
を
絶
た
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
が
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
し
、

自
分
ら
し
く
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
家

庭
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
行
政
を
含

め
た
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
支
え
、
そ
の
権

利
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
思
い
を
町
全
体
で
共
有
し
、
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
本
町
で
は
平
成
27

年
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
参
画
し
て
つ
く
り

あ
げ
た
「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
を
制
定
い

た
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
環
境
で
育

つ
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
は
自
ら
の
権
利
を

理
解
す
る
と
同
時
に
、
他
者
の
権
利
も
同
様

に
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

そ
し
て
、
互
い
を
認
め
合
い
支
え
合
う
心
を

育
み
、
将
来
の
地
域
社
会
を
思
い
や
る
大
人

へ
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
本
町
で
は
、
こ
の
条
例
を
道
し
る

べ
と
し
て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
権
利
が

守
ら
れ
、
安
心
し
て
成
長
で
き
る
ま
ち
の
実

現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。 

そ
の
一
つ
が
、「
子
ど
も
の
権
利
を
考
え

る
週
間
」
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
「
町

長
と
の
懇
談
会
」
で
す
。
こ
の
懇
談
会
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
身
の
考
え
や
思
い
を
自
由

に
表
明
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
直
接
参
加
す
る

機
会
で
あ
り
、「
意
見
を
表
明
し
、
参
加
す

る
権
利
」
を
実
践
す
る
貴
重
な
取
組
で
す
。

自
分
の
意
見
が
真
摯
に
受
け
止
め
ら
れ
、
尊

重
さ
れ
る
体
験
は
、
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感

や
社
会
参
画
へ
の
意
識
を
育
み
、
自
ら
考
え

行
動
す
る
力
を
養
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
に
も
、

町
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
の
権
利

に
関
す
る
学
習
や
、
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
権
利
を
守
る
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
取
組
は
、
本

町
の
み
な
ら
ず
、
県
や
国
の
未
来
を
支
え
る

豊
か
な
社
会
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
条
例
制
定
か
ら
今
日
ま
で

の
10
年
余
り
の
取
組
を
経
て
、
私
た
ち
が
改

め
て
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
育
む
た
め
に
は
、

ま
ず
大
人
が
子
ど
も
の
権
利
を
正
し
く
理
解

し
、
尊
重
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

子
ど
も
は
一
人
ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な

い
思
い
や
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
声
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
思
い
を
受

け
止
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
「
自
分
は
大

切
に
さ
れ
て
い
る
」
と
実
感
し
、
自
身
の
意

見
を
伝
え
る
力
や
、
他
者
を
尊
重
す
る
心
を

育
ん
で
い
き
ま
す
。 

条
例
の
制
定
は
決
し
て
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
、
子
ど
も
の
権
利
を
日
常
の
中
で
体
現
し

て
い
く
た
め
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
大
人
一
人

ひ
と
り
が
子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け
、
子
ど

も
を
一
人
の
人
格
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と

が
、
本
条
例
の
理
念
を
実
現
す
る
第
一
歩
と

な
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

心
の
豊
か
さ
を
育
む
「
文
化
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
発
信

先
に
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、本
町
で
は「
住

民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
い
き
い
き
と
活
躍

す
る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

健
康
で
暮
ら
す
た
め
に
は
、
心
の
豊
か
さ
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

「
文
化
」
を
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
誰
し

▲�子どもの権利条例策定10年を迎え、当時の委員とともに
座談会が行われました
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も
が
享
受
で
き
る
町
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
文
化
を
中
心
と

し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

本
町
の
文
化
施
策
は
、
単
に
鑑
賞
す
る
だ

け
で
な
く
「
自
分
自
身
が
参
加
す
る
こ
と
」

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
絵
画
や
工
芸
、

手
芸
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
文
化

活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
毎
年
秋
に
開
催
し

て
い
る
「
東
員
町
文
化
祭
」
は
、
今
年
で
59

回
目
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
数
多
く
の
素
晴
ら

し
い
作
品
が
出
展
さ
れ
る
こ
の
文
化
祭
は
、

町
の
中
心
に
位
置
す
る
「
東
員
町
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
」を
舞
台
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

文
化
発
信
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
近
隣
市
町
の
皆
さ
ん

に
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、客
席
数
７
０
２
席
を
誇
る「
ひ
ば
り
ホ
ー

ル
」
を
は
じ
め
、
気
軽
に
文
化
活
動
を
楽
し

め
る
「
文
化
会
館
」、
町
民
の
学
習
の
拠
点

と
な
る
「
中
央
公
民
館
」、
そ
し
て
蔵
書
数

10
万
冊
を
誇
る
「
町
立
図
書
館
」
か
ら
な
る

複
合
施
設
で
す
。
施
設
内
に
は
陶
芸
用
の
窯

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ

た
作
品
の
中
に
は
、
多
数
の
陶
芸
展
で
高
い

評
価
を
受
け
受
賞
を
果
た
す
作
品
も
創
り
出

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
文

化
活
動
と
と
も
に
、
町
が
実
施
す
る
代
表
的

な
文
化
事
業
と
し
て
「
こ
ど
も
歌
舞
伎
」「
東

員
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」「
東
員
日
本
の
第
九
演

奏
会
」
の
三
つ
を
「
東
員
町
三
大
文
化
事
業
」

と
位
置
づ
け
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
い
ま
す
。 

こ
ど
も
歌
舞
伎
は
、東
員
町
出
身
の
名
優
・

七
代
目
松
本
幸
四
郎
丈
を
顕
彰
し
、
子
ど
も

た
ち
に
伝
統
文
化
の
大
切
さ
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
地
域
文
化
の
継
承
を
め
ざ
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
で
29
回
目
を
数
え
る
こ

の
公
演
は
、
大
人
顔
負
け
の
迫
力
あ
る
演
技

で
、
毎
年
多
く
の
観
客
を
魅
了
す
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

東
員
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
も
住
民
参
加
型
事
業

と
し
て
毎
年
出
演
者
を
公
募
し
、
東
員
町
に

ゆ
か
り
の
あ
る
題
材
や
、
東
員
町
の
文
化
、

偉
人
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
心
躍
る
楽
し
さ
と

深
い
感
動
を
お
届
け
す
る
演
目
を
創
り
続
け

て
い
ま
す
。
毎
年
11
月
の
2
回
公
演
は
、
チ

ケ
ッ
ト
が
瞬
く
間
に
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気

を
誇
り
ま
す
。
今
年
は
、
東
員
町
を
走
る
全

国
で
も
め
ず
ら
し
い
７
６
２
㎜
の
ナ
ロ
ー

ゲ
ー
ジ
路
線
「
三
岐
鉄
道
北
勢
線
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
演
目
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
出

演
者
も
決
定
し
、
現
在
熱
の
こ
も
っ
た
練
習

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
東
員
日
本
の
第
九
演
奏
会
で
す

が
、
こ
ち
ら
は
ド
イ
ツ
語
（
原
語
）
で
は
な

く
日
本
語
で
第
九
を
合
唱
す
る
と
い
う
、
全

国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
演
奏
会
で
す
。
な
か

に
し
礼
氏
が
作
詩
し
た
日
本
語
の
「
歓
喜
の

歌
」
は
人
間
愛
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
公

募
で
集
ま
っ
た
80
余
名
か
ら
な
る
合
唱
団

が
、
生
き
る
喜
び
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ま

す
。
東
員
の
師
走
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

た
本
演
奏
会
は
、
今
年
で
38
回
目
を
迎
え
、

ま
さ
に
町
の
歴
史
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。 

こ
う
し
た
私
た
ち
の
文
化
の
取
組
を
、
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
く
た
め
、
令
和
5

年
に
は
「
東
員
町
文
化
芸
術
基
本
条
例
」
を

施
行
し
ま
し
た
。 

条
例
の
基
本
理
念
に
も
あ
る
と
お
り
、
文

化
芸
術
は
多
様
性
を
受
け
入
れ
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
、
さ
ら
に
は
新
た

な
価
値
観
を
創
出
す
る「
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

で
す
。
東
員
町
は
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
「
文

化
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
大
切
に
し
た
心
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

お
わ
り
に

豊
か
な
自
然
、
受
け
継
が
れ
る
農
業
、
力

強
い
文
化
、そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
声
。

東
員
町
で
は
、
便
利
さ
と
の
ど
か
さ
が
絶
妙

に
調
和
し
た
「
ち
ょ
う
ど
い
い
」
暮
ら
し
の

中
で
、
人
と
人
が
温
か
く
つ
な
が
り
、
常
に

新
し
い
魅
力
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

訪
れ
る
人
も
、
暮
ら
す
人
も
、
誰
も
が
自

分
ら
し
く
過
ご
せ
る
町
へ
。 

東
員
町
は
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
暮
ら
す

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
歩
ず
つ
、
未
来
を

築
い
て
い
き
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
東
員
町
の
取
組
に

触
れ
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

政
策
課

▲こども歌舞伎

▲東員ミュージカル

▲東員日本の第九演奏会

第3377号11　2026年（令和 8年）10月19日

フォーラム

（第三種郵便物認可）町 村 週 報

p08-11 3377 フォーラム_中部 三重県東員町.indd   11p08-11 3377 フォーラム_中部 三重県東員町.indd   11 2026/10/19   9:46:282026/10/19   9:46:28



2026年（令和 8年）10月19日　12第3377号 町 村 週 報（第三種郵便物認可）

柱のテキスト変数
月 日 号数
10 19 3377

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第0000号 2024年（令和 6年） 0月00日　12

全国町村会館には、
会議室・宴会場のほかに、
ふたつのレストランもございます。
お気軽にお立ち寄りください。

和・洋食のレストランも
お気軽にご利用ください

　

レストラン「ペルラン」 和食処「さいかち」

3番出口

ご予約・お問い合わせ

さまざまな「集いの場」を
演出いたします

内
案
ご
の
室
客

シングル
119室

ダブル
12室

ツイン
18室

SINGLE
ROOM

DOUBLE
ROOM

TWIN
ROOM

※市町村職員共済組合等の宿泊施設利用助成券がご利用いただけます。
和室もございますのでお問い合わせください。

広さと設備が多彩な大ホールと、
３つの会議室がございます。
会議・研修、パーティーなどに
幅広くご利用いただけます。

会議・宴会予約
TEL.03（3581）6767
FAX.03（3581）6324

TEL.03（3581）0471
FAX.03（3581）0220
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号　WebサイトURL　https://www.zck.or.jp/kaikan/

（代表）

●全国町村会館
　へのアクセス

・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約7分
・東京モノレール「羽田空港」より「浜松町駅」経由「有楽町駅」乗り換え、東京メトロ有楽町線「永田町駅」下車
・京成特急スカイライナー「成田空港」より「青砥駅」経由「押上駅」乗り換え、東京メトロ半蔵門線「永田町駅」下車

p00 0000 広告 会館（新）_250115-2.indd   12p00 0000 広告 会館（新）_250115-2.indd   12 2025/04/15   15:37:592025/04/15   15:37:59p12 3377 広告_会館.indd   12p12 3377 広告_会館.indd   12 2026/10/14   17:37:162026/10/14   17:37:16
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オ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん

オ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

福
島
県
東
部
に
位
置
す
る
双
葉
町
は
、
東

に
太
平
洋
、
西
に
阿
武
隈
山
系
を
望
み
、
海

と
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
お
よ
そ

3
0
0
年
前
の
江
戸
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と

さ
れ
る
新
春
の
恒
例
行
事
「
双
葉
町
ダ
ル
マ

市
」
が
有
名
で
す
。
2
日
間
開
催
さ
れ
る
「
双

葉
町
ダ
ル
マ
市
」
で
は
、
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ダ

ル
マ
「
双
葉
ダ
ル
マ
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
縁

起
物
の
ダ
ル
マ
が
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
町
を

練
り
歩
く
子
供
樽
神
輿
や
ダ
ル
マ
神
輿
等
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。
中
で
も

人
気
が
高
い
の
が
「
巨
大
ダ
ル
マ
引
き
」
で
す
。

会
場
に
用
意
さ
れ
た
巨
大
な
ダ
ル
マ
を
、
来

場
者
が
南
北
に
分
か
れ
て
綱
引
き
を
す
る
も

の
で
、
北
が
勝
て
ば
無
病
息
災
・
身
体
堅
固
、

南
が
勝
て
ば
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
の
1
年

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
双
葉
ダ
ル
マ

さ
ん
」
は
、
こ
の
巨
大
ダ
ル
マ
を
そ
の
ま
ま
着

ぐ
る
み
化
し
た
も
の
で
、
町
内
外
問
わ
ず
「
ダ

ル
マ
市
」
の
P
R
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

邑
楽
町
は
、
群
馬
県
の
東
南
部
に
位
置
す

る
町
で
す
。
町
制
施
行
55
周
年
を
記
念
し
て
誕

生
し
た
「
オ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん
」
は
、
多
々
良
沼

公
園
に
毎
冬
飛
来
す
る
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
頭
に
は
、

町
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
「
シ
ン
ボ

ル
タ
ワ
ー
未
来
M
i
R
A
i
」（
高
さ
約
60
ｍ
）

を
模
し
た
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。「
オ
ー

ラ
ン
ド
さ
ん
」
の
好
物
の
ひ
と
つ
に
白
菜
が
あ

り
ま
す
が
、町
の
白
菜
ブ
ラ
ン
ド
「
邑
美
人
（
む

ら
び
じ
ん
）」
は
厚
み
と
甘
さ
が
自
慢
で
、
東

京
圏
に
も
需
要
が
あ
り
、
そ
の
名
を
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
老
若
男
女
に
人
気
の
「
オ
ー
ラ
ン
ド

さ
ん
」
は
、
1
月
下
旬
の
「
オ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん

お
誕
生
日
会
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
披
露

目
の
場
で
も
あ
っ
た
5
月
5
日
の
「
鶉
古
城
ま

つ
り
」
や
8
月
中
旬
の
「
お
う
ら
祭
り
」、
11

月
上
旬
の
「
邑
楽
町
産
業
祭
」
等
に
参
加
す
る

の
で
、ぜ
ひ
邑
楽
町
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ハッピーくろべぇ（左）：楽天的でいつもハッ
ピを着ているお祭り大好き男。町産の牛肉
のおいしさをアピールし、食べた人に元気
を与える“ニクい”キャラクター。ミルクッ
クさん（右）：牛乳のキャンペンガール。温
厚でマイペース。体を駆使したスピードクッ
キングが得意。

無
口
で
不
器
用
、
温
厚
で
裏
表
が
な
い
性
格
。
趣
味
は
座
禅
。
実

は
両
面
に
顔
が
あ
り
、
お
腹
に
は
「
福
」
と
「
幸
」
の
文
字
が
そ

れ
ぞ
れ
入
っ
て
い
て
、
人
一
倍
な
ら
ぬ
ダ
ル
マ
一
倍
に
町
の
福
幸

（
復
興
）
を
願
っ
て
い
る
。

1月19日生まれ。永遠の5歳だが、イベント部長。
ねばり強いがんばり屋で、子どもたちを笑顔に
させることが得意。趣味は「シンボルタワー未
来MiRAi」にのぼること。白菜とビール麦が好
物。夢はいつか空を飛ぶこと。

　

北
海
道
の
東
部
に
位
置
す
る
標
茶
町
は
、

釧
路
湿
原
国
立
公
園
の
湿
地
帯
が
分
布
し
て

い
る
美
し
い
湿
原
で
知
ら
れ
る
町
。
春
か
ら

夏
に
か
け
て
は
冷
涼
多
湿
で
日
照
時
間
は
少

な
い
一
方
、
秋
は
晴
天
が
多
く
、
冬
の
積
雪
は

多
く
な
い
も
の
の
寒
さ
が
厳
し
い
の
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
広
大
な
牧
草
地
を
有
す
る
酪

農
の
町
で
も
あ
り
、
約
4
万
5
千
頭
の
乳
牛

と
約
1
万
6
千
頭
の
肉
牛
が
飼
育
さ
れ
て
い

ま
す
。
飲
ん
で
も
調
理
し
て
も
お
い
し
い
牛

乳
の
P
R
の
た
め
に
2
0
0
6
年
に
誕
生
し

た
「
ミ
ル
ク
ッ
ク
さ
ん
」
は
、
乳
牛
が
モ
チ
ー

フ
。
角
が
泡
立
て
器
、
し
っ
ぽ
は
計
量
ス
プ
ー

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
5
年
後
に
誕
生
し
た

「
ハ
ッ
ピ
ー
く
ろ
べ
ぇ
」
は
、
頭
が
骨
付
き
肉

を
模
し
て
い
て
、
肉
牛
が
モ
チ
ー
フ
で
す
。

J
R
釧
網
線
の
観
光
列
車
「
S
L
冬
の
湿
原

号
」
が
運
行
さ
れ
る
際
は
、
標
茶
駅
で
仲
良

く
お
出
迎
え
を
す
る
な
ど
、
町
の
顔
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
く
ろ

ハ
ッ
ピ
ー
く
ろ
べべ
ぇ
＆
ミ
ル
ク
ッ
ク
さ
ん

ぇ
＆
ミ
ル
ク
ッ
ク
さ
ん

双
葉
ダ
ル
マ
さ
ん

双
葉
ダ
ル
マ
さ
ん

Vol.202

北
海
道
標し

べ

茶ち
ゃ

町ち
ょ
う

群
馬
県
邑お

う

楽ら

町ま
ち

福
島
県
双ふ

た

葉ば

町ま
ち

双
葉
ダ
ル
マ
市
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

標
茶
町
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

邑
楽
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

福島県双葉町

群馬県邑楽町

北海道標茶町 

ふ
た
ば
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公認会計士や学識経験者等約 1,000 人の
専門的アドバイザーが皆さまをサポート！

地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業
 令和８年度の派遣申請を受付中！

地方公共団体が直面する課題の解決を図るために、総務省と
地方公共団体金融機構が共同でアドバイザーを派遣する事業を実施しています。

地方公共団体の
約 70％が

活用

アドバイス
実施

事業概要

簡単３ステップ申請（申請期間：令和８年３月～令和９年１月末）

お問い合わせ先：地方公共団体金融機構 地方支援部 支援企画課

アドバイザー
派遣は年間で
約 5,200回

※R7実績

複数回の
派遣可能！
※派遣回数の上限を

5回→10回に引き上げ

（1） 支援分野
① 公営企業・第三セクター等の経営改革

② 公営企業会計の適用

③ 地方公会計の整備・活用

④ 公共施設等総合管理計画の見直し・実行（公共施設マネジメント）

⑤ 地方公共団体の DX

⑥ 地方公共団体の GX

⑦ 地方公共団体間の広域連携

⑧ 地方税務行政の DX 等

⑨ 地方創生の取組　※好事例の横展開を行うもの

⑩ 首長・管理者向けトップセミナー　※啓発・研修事業のみで実施

（2） 支援の方法
課題対応アドバイス事業
地方公共団体・公営企業が直面する課題に対
して、当該課題の克服等、財政運営・経営の
改善に向けたアドバイスを必要とする場合に
団体の要請に応じて派遣
啓発・研修事業
都道府県が市区町村・公営企業等の啓発のた
め、支援分野の研修を行う場合に派遣

1

2

手続き簡単！
全国どこへでも
派遣 OK ！

・�予算措置なしでアドバイスを受けられるこ
とはありがたい

・�下水道使用料改定案について、担当者に寄
り添った技術的なアドバイスをいただけた
ことで、適切な料金水準に改定できた

Step1
調整

総務省 HP のアドバイザーリ
ストからアドバイザーを選ん
で日程等を事前調整

Step2
アカウント取得

受付窓口へ必要事項をメール
送信し、アカウントを取得
※取得済の場合は不要

Step3
Web申請

支援方法・支援分野等を選択
して申請
※�機構 HP の「実施の手引き」をご参照ください

無料
予算措置

不要

アドバイザーを機構が紹介！
マネ探、はじめました（R8.9 ～）

アドバイザー選びにお困りの場合は、メールでアドバイスを受け
たい概要等をお送りいただければ、機構からご紹介します！
詳しくは機構 HP をご確認ください。

☎ 03-3539-2676　 ✉shienkikaku@jfm.go.jp 

Point

活用団体の声
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公認会計士や学識経験者等約 1,000 人の
専門的アドバイザーが皆さまをサポート！

「先進事例検索システム」のご紹介
　JFMが展開する地方支援業務の一環として、平成31年2月に運用を開始した「先進事例検索シス
テム」。今回は、本システムの概要とともに、令和８年９月に追加した事例についてご紹介します。

地方公共団体の財政運営、公営企業経営などの取組に活用可能
　本システムは、地方公共団体の政策課題の解決に役立てていただくため、財政運営や公営企業の経営など、3,000件
を超える具体的な取組事例をデータベース化しており、フリーワード、条件指定検索も可能です。
　全国の地方公共団体のさまざまな取組事例を掲載しているため、自団体が現在抱えている課題に沿った取組事例に簡
単にアクセスすることができます。

　毎年事例を追加しており、今年度は９月に372件の事例を新たに追加しました。今回の事例追加では、公営企業の改
革に関する先進・優良事例や行政改革の取組のほか、AI 等の活用による自治体DXの取組に加え、地方自治研究機構と
連携して収集した研究事例も追加しています。また、発展的な取組が見られた事例については、掲載内容を更新しました。

　先進事例検索システムの利便性向上や新
たな事例の追加のため、本システムHP上
で利用者アンケートを実施しています。
　設問は、現行システムの操作性・検索性に
ついての評価、今後の利便性向上に向けた御
意見などです。所要数分で御回答いただけま
す。
　ぜひシステム御利用の際は、アンケートに
御協力ください。皆さまの貴重な御意見をお
待ちしています。

https://jirei.jfm.go.jp/

絞り込み＆フリーワード検索機能で簡単にアクセス
　行政改革、DX、広域連携な
どの９種類の事例区分、公表年
度、事業予算規模、地域、団体
属性、人口規模等の絞り込みや
フリーワード検索により、見た
い事例にピンポイントでアクセ
スすることができます。

■先進事例検索システムとは

■令和８年９月に追加した事例

　【問合せ】　地方支援部 支援企画課　 TEL：03-3539-2676　Mail：chihoushien@jfm.go.jp

利用者の皆さまへ

地域や団体属性、人口規模、事
業予算で絞り込み

行政改革

地域活性化

一般行政

DX

公共施設管理

公営企業

広域連携

公会計

第三セクター

９種類の事例区分は以下のとおりです。

団体名 事例区分 事例内容・タイトル

兵庫県尼崎市 行政改革
「学びと育ち研究所」による
EBPM の推進

香川県善通寺市 DX
生成 AI 活用による固定資産税業務
の効率化

岡山県真庭市 広域連携 広域連携 SDGs モデル事業

広島県広島市 地域活性化
持続可能な地域コミュニティの実
現に向けたひろしま LMO（エルモ）

富山県富山市 公共施設管理
「橋梁トリアージ」による橋梁老朽
化対策の推進

岡山県勝田郡
奈義町

一般行政
「奈義町子育て応援宣言」
- 若い世代の定着と出生率の維持 -

宮城県仙台市 公営企業
AI 技術を活用した管路の老朽度評
価結果の検証 地方公共団体金融機構　先進事例 検索
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〔
均
質
化
す
る
故
郷
〕

大
学
で
建
築
を
専
攻
し
た
私
は
、
古
い

街
並
み
の
歴
史
に
魅
了
さ
れ
、
京
都
市
役

所
で
社
会
人
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
伝

統
を
重
ん
じ
る
価
値
観
と
新
し
い
も
の
を

つ
く
る
創
造
性
に
触
れ
た
。
そ
の
後
、
広

島
へ
Ｕ
タ
ー
ン
。
広
島
市
役
所
で
ま
ち
づ

く
り
を
実
地
で
学
ん
だ
。「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
り
、
ま

も
る
」。
そ
れ
が
私
の
ま
ち
づ
く
り
の
原

点
と
な
っ
た
。

子
育
て
を
機
に
故
郷
の
海
田
町
へ
移

り
、
市
職
員
を
続
け
な
が
ら
地
域
の
自
治

会
長
を
引
き
受
け
た
。「
自
分
事
」
と
し

て
地
域
活
性
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

に
取
り
組
む
。
身
近
な
生
活
空
間
の
改
善

が
ま
ち
の
魅
力
に
欠
か
せ
な
い
と
考
え
た

か
ら
だ
。
し
か
し
、
ふ
と
見
渡
し
た
故
郷

の
姿
に
言
い
知
れ
ぬ
寂
し
さ
を
覚
え
る
。

放
課
後
の
駄
菓
子
屋
、
通
い
詰
め
た
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
夏
祭
り
の
神
社
の
縁
日
―

―
。
そ
れ
ら
は
姿
を
消
し
て
い
た
。
風
景

や
思
い
出
が
徐
々
に
書
き
換
え
ら
れ
、
故

郷
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
が
失
わ
れ

て
い
く
。
我
が
ま
ち
は
効
率
性
と
引
き
換

え
に
、
全
国
ど
こ
に
で
も
あ
る
均
一
な
空

間
に
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。

〔
立
候
補
の
決
意
〕

仕
事
と
子
育
て
に
追
わ
れ
る
日
々
、
新

聞
の
町
長
選
挙
の
記
事
が
目
に
留
ま
っ

た
。
選
挙
は
、
自
分
た
ち
が
町
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
る
ま
た
と
な
い
機
会
だ
。
し

か
し
当
時
、
現
職
以
外
の
動
き
は
な
か
っ

た
。「
誰
も
出
な
い
な
ら
、
自
分
が
出
る

し
か
な
い
」。
そ
ん
な
思
い
に
駆
ら
れ
、

立
候
補
を
決
意
し
た
の
は
選
挙
戦
の
わ
ず

か
３
ヵ
月
前
。
何
の
後
ろ
盾
も
な
い
43
歳

の
無
名
の
新
人
だ
っ
た
。「
つ
く
ろ
う
、

新
し
い
海
田
。」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
10
年
後
を
見
据
え
て
「
暮
ら
し
」

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
公
約
を
掲
げ
た
。
開

票
結
果
の
「
５
１
３
３
」
と
い
う
得
票
数

は
、
私
個
人
へ
の
評
価
で
は
な
く
、
こ
の

町
を
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
思
い

そ
の
も
の
で
あ
る
。

〔
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
特
有
の
悩
み
〕

西
国
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
海

田
町
は
、
高
度
経
済
成
長
期
を
境
に
広
島

市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
発
展

し
た
。
近
年
の
国
勢
調
査
で
は
人
口
３
万

人
の
大
台
を
突
破
し
、
一
見
す
る
と
地
方

都
市
と
し
て
堅
調
に
映
る
。
し
か
し
、
こ

れ
を
単
純
な
発
展
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
20
代
か
ら
30
代
の
流
入
が
多
い
反

面
、
同
世
代
の
流
出
も
激
し
く
、
地
場
産

業
な
ど
生
業
に
よ
る
「
地
域
に
根
差
し
た

暮
ら
し
」
の
割
合
は
高
く
な
い
か
ら
だ
。

生
活
利
便
性
や
不
動
産
価
格
だ
け
で
選
ば

れ
、
昼
間
は
大
き
な
都
市
へ
働
き
に
出
る

世
帯
が
多
く
を
占
め
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
。

「
住
む
」
だ
け
で
「
暮
ら
し
」
が
感
じ
ら

れ
な
い
、
味
わ
い
の
な
い
ま
ち
に
な
っ
て

し
ま
う
の
も
無
理
は
な
い
。

〔「
住
む
」
か
ら
「
暮
ら
す
」
へ
の
シ
フ
ト
〕

そ
こ
で
、
新
た
な
総
合
計
画
で
は
、
人

中
心
の
視
点
で
、
人
で
賑
わ
う
空
間
を
つ

く
ろ
う
と
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
。
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
お
く
り
な
が
ら
、
自

然
に
癒
や
さ
れ
、
グ
ル
メ
を
楽
し
み
、
お

気
に
入
り
の
居
場
所
で
く
つ
ろ
ぐ
。
そ
ん

な
「
暮
ら
し
に
根
差
し
た
町
」
を
め
ざ
し

ま
す
と
宣
言
し
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

共
感
す
る
住
民
や
、
温
か
み
の
あ
る
思
い

出
や
風
景
を
と
も
に
つ
く
る
民
間
企
業
を

呼
び
込
み
た
い
と
い
う
考
え
だ
。

「
住
む
」
か
ら
「
暮
ら
す
」
に
シ
フ
ト

す
る
に
は
、「
ひ
と
」
と
「
ま
ち
」
と
の

距
離
を
縮
め
、
日
々
の
生
活
を
楽
し
め
る

仕
掛
け
が
必
要
と
な
る
。
家
庭
と
職
場
以

外
の
「
第
三
の
場
所
（
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
）」

の
象
徴
「
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
」
の
誘
致
を

公
約
と
し
た
の
も
そ
う
し
た
考
え
か
ら

だ
。
チ
ェ
ー
ン
に
限
ら
ず
、
多
種
多
様
な

「
ま
ち
の
居
場
所
」
が
町
内
に
あ
れ
ば
、

自
分
に
合
っ
た
「
マ
イ
プ
レ
イ
ス
」
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
結
果
的

に
、
一
人
ひ
と
り
の
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

方
を
保
障
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。「
安
全
」

「
便
利
」「
快
適
」
と
い
う
機
能
だ
け
で
な

く
、「
こ
の
ま
ち
、
な
ん
か
い
い
よ
ね
」

と
五
感
に
訴
え
る
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が

増
え
れ
ば
、
地
域
で
の
時
間
消
費
も
増
え
、

ま
ち
へ
の
愛
着
も
育
ま
れ
る
。

〔「
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
」へ
の
歩
み
〕

「
あ
る
も
の
を
活
か
す
」
発
想
で
、
役

場
１
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
年
中
無
休

で
夜
９
時
ま
で
地
域
に
開
放
し
た
。平
日
・

休
日
を
問
わ
ず
学
生
が
勉
強
し
、
大
人
が

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
光
景
は
今
や
日
常

だ
。他
の
公
共
施
設
も
積
極
開
放
を
進
め
、

「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
創
出
に
向
け
た
空

間
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。
民
間
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
魅
力
的
な
店
舗
を
誘

致
す
る
補
助
制
度
も
立
ち
上
げ
た
。
町
内

に
は
個
人
経
営
の
カ
フ
ェ
が
次
々
と
誕
生

し
、
人
を
惹
き
つ
け
る
流
れ
が
生
ま
れ
始

め
て
い
る
。
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
い
い
時

間
を
過
ご
せ
、
誰
か
と
つ
な
が
る
。
そ
ん

な
「
ま
ち
の
居
場
所
」
が
、
暮
ら
し
を
楽

し
む
時
間
を
つ
く
り
、
暮
ら
し
に
豊
か
さ

を
も
た
ら
す
。

海
田
町
が
描
く
べ
き
将
来
は
、
住
民
が

思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
「
暮

ら
し
の
解
像
度
が
高
い
ま
ち
」
と
も
い
え

る
。
隣
接
す
る
広
島
市
へ
の
依
存
度
が
高

い
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
脱
却
し
、
一
人
ひ

と
り
が
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
へ
。
２
つ
の
都
市
で

学
ん
だ
ま
ち
の
文
脈
を
読
み
解
く
大
切
さ

を
胸
に
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
調
和
さ
せ

な
が
ら
、暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
。

「
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
へ
の
変

化
は
、
じ
わ
り
と
始
ま
っ
て
い
る
。

海
田
町
役
場 

新
・
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

�

サ
イ
ト

「
住
む
」
か
ら
「
暮
ら
す
」
へ

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
」
の
ま
ち
づ
く
り

広
島
県
海か

い

田た

町
長

竹た
け

野の

内う
ち

　
啓け

い

佑す
け

海
田
町
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
表
現
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